
観光客避難誘導方法の評価支援システム 

-行動モデルとその検証- 

衣笠 成輝† 泉 朋子‡ 仲谷 善雄‡ 

    立命館大学 理工学研究科†  立命館大学 情報理工学部‡ 

 

1 観光客防災の重要性 

地震大国日本では、東日本大震災を経験した

今、特に防災・減災対策に注目が集まっている。 

一方で、観光立国を目指しており、今後ます

ます観光客が増加することが考えられる[1]。特

に東京、京都等の観光都市では、ここ数年、観

光客の増加が目立つ。しかし、多くの災害対策

は住民を対象としており、観光客を対象として

いない。 

世界的に災害の多い日本において観光客の安

全に注力することは、単に観光客を守るという

だけでなく、観光地にとっても非常に重要なこ

とである。なぜなら、多数の観光客の被災は、

観光客離れの大きな原因となるからである。観

光客を災害から守ることは、観光立国としての

評価を上げることができるとともに、観光地の

住民の生活も守ることになる。 

2 本研究へのアプローチ 

京都は年間観光客数が 5,000 万人を越える世界

的にも有数の観光都市である。一方で、地震災

害発生の危惧もあり、今後 30 年間に京都市で震

度 6 以上の直下型地震の影響を受ける可能性は

3％以上とされている[2]。この数値は地震の多

い日本でも高い数値である。 

災害による二次被害の発生は、ハード施設の

整備状況だけでなく、避難状況によっても大き

な差が生じる。適切な避難誘導方法をあらかじ

め検討し、判断のためのガイドラインを設計し

ておくことが重要である。 

京都府・京都市でも合同で観光客の避難誘導

について検討する計画を発表している[3]。避難

誘導時の避難者の行動を分析することは、様々

な要因が関連するために紙上での解析は困難で

あり、計算機シミュレーションが適切な方法で

ある。土木分野などでは以前から避難行動の計

算機シミュレーションが行われてきたが、観光

客を対象とした広域避難誘導方法の検討を行う

ためのシステムはない。本研究は、このような 

 
 

 

問題に対応するため、広範囲に分布する観光客

に対してどのような方針や方法で安全かつ早く

目的地まで観光客を誘導できるかを計算機上で

検討できる環境を行政などに対して提供するこ

とを目的としている。 

3 システム内容 

観光客の多くは土地勘がなく、避難誘導がなけ

れば大きな混乱を招き、災害対応活動に支障を

与えかねない。そのため地震発生直後に各観光

地の避難誘導者が、観光客を最寄りの一次避難

場所（防災中継拠点[4]）に誘導し、鉄道復旧後

に駅に再度誘導するなどの方法が想定される。

本システムは表 1の内容を入力することで、誘導

方法を指定できる。入力を終えると、観光地、

防災中継拠点、最終目的地を結ぶ最短距離のル

ートがシステムから提案される（図 1-a の濃いラ

イン）。このルートは画面上でドラッグ操作に

よって容易に変更できる。図 1-b は入力例の内容

に従って避難している様子である。点線に見え

るのは、避難者をグループ化して避難させてい

るためである。グループの大きさは変更できる

（１つでも可）。 
 

表 1 システムへの入力内容 

入力情報 具体的な入力内容 入力例 

出発地 住所 or 経度緯度 二条城 

防災中継拠点 住所 or経度緯度 orなし (None) 

待機時間 防災中継拠点の待機時間 0:00 

目的地 住所 or 経度・緯度 京都駅 

避難ルート ルート上をドラッグ 最短経路 

観光客数 出発地の観光客数 4000 

 

      
a.避難誘導方法入力中   b.シミュレーション中 

図 1 システム画面 
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4 行動モデル 

 図 2を使って観光客の避難行動モデルについて

説明する。シミュレーション開始直後、出発地

―目的地のルートの経度緯度、道幅を取得する。

誘導者（●）は指定されたルートを移動し、観

光客（○）はその後を追う。○は数十人の観光

客のいる群集を表し、その数は出発通路の道幅

（ｍ）と群集密度（人 / ㎡）によって決まる。

図 3に移動行動のフローチャートを示す。あらか

じめ設定した単位距離を進む毎に、その間の道

幅より式１に基づいて歩行速度（ｍ / 分）を算

出する。速度の算出には、(1)式に示す戸川が示

した密度と歩行速度の関係式を用いた[5]。 

 
図 2 歩行概要図 

 

 
図 3 移動行動のフローチャート 
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ρ：群集密度（ 人 / ㎡ ） 

v：歩行速度（ m / 秒 ) 

5 検証 

多くの観光客が行き交う中を徒歩で移動して

計測した実際の結果と、本システムのシミュレ

ーション上の移動時間を比べた。2013 年 1 月 3

日午前 11 時、協力者とともに京都駅を出発し、

京都駅―四条烏丸―八坂神社（A）、円山公園―

清水寺（B）、清水寺―烏丸五条―京都駅（C）

の 3 区間で移動時間を計測した。前日は雨、こ

の日は晴天であったため、多くの観光客で賑わ

っていた。協力者は 50代の男女 2名、10代～20

代の男女 4 名で、計測の実施については伝えて

いない。表 2に結果を示す。 
 

表 2 実際とシステム上の計測結果の比較 

 A B C 

計測結果 52分 20秒 19分 32秒 45分 30秒 

計算結果 47分 50秒 19分 40秒 46分 10秒 
 

 B、 Cは両者に大きな差はないが、Aは 5分近

く差がある。Aは最も長い距離（4 km）であり、

疲労感が溜まりやすく、また信号の数も多かっ

たため時間を要したと考えられる。今後、本シ

ステムに考慮したい。 

 以上から、一回の移動距離が 3.5km以内であれ

ば移動時間にほとんど差はなかった。それを越

える長距離移動は、疲労などによって速度が低

下し、二次災害の原因となりかねない。移動距

離を短く区切る必要があるだろう。 

6 専門家の意見 

本システムを京都市防災危機管理室の 2名に見

てもらい、広域な被災地で観光客を避難誘導す

る適切な方法を検討するためのツールとして有

効かどうか意見を聞いた。その結果、このシス

テムが有効であることを確認することができた。 

以下は意見をまとめたものである。 

 

① 緊急輸送路を考慮した避難誘導方法の指定

ができるとよい。 

② 道路幅を考慮した誘導経路の選択ができる

とよい。 

③ 震度に応じて、使える道路、使えない道路

を指定できるとよい。 

7 まとめ 

今後は、群集同士の合流等、より詳細なモデ

ル化と、避難状況を的確に表現できる指標の導

入など、利用者がより避難誘導を検討しやすい

環境を目指す。最後に、協力頂いている京都市

の防災危機管理室の関係者に心より感謝する。 
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